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表 1 Al, AlTi 系，AlMg 系，Ti, Ti 酸化物，MgTi 酸化物

の超伝導転移温度．
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. は じ め に

電子の波動関数の位相がマクロスケールで揃う超伝導状態

はマクロな量子効果と言われ，ゼロ電気抵抗，完全反磁性，

ジョセフソン効果という三つの機能を発現する．超伝導状態

は社会構造を変革する可能性を有する物理現象であり，すで

に医療系磁気共鳴画像装置(MRI)に超伝導磁石が使用され

ていることは周知の事実である(1)．超伝導体の応用を考えた

とき，線材化の可能性と“highTc(高い超伝導転移温度) &

微細組織制御による highJc(高い超伝導電流密度)”の実現

が問われる．また，インフラストラクチャーにおける線材応

用を考えたとき，ユビキタスやエコフレンドリーの面から，

さらには低価格の面から，軽金属製の超伝導線材は魅力的で

ある．本研究は，機械学習と高圧ねじり加工を用いて，軽金

属をベースとする超伝導材料の未踏領域探索を目指すもので

あり，本稿ではその最新の成果の一部を紹介する(2)．

軽金属分野における代表的三元素が，Al，Ti，Mg である

ことは周知のとおりである．Al と Ti はそれぞれ，常圧下で

1.20 K ならびに 0.39 K の極低温下で超伝導状態に相転移す

るが(3)，Mg は常圧下だけでなく高圧力場でも超伝導状態に

転移しない．つまり，この三元系での highTc 達成は容易

に想像できるものではない．表に AlTi 二元系，AlMg

二元系さらに Ti 酸化物の超伝導体の歴史をまとめた(2)．


